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重層的支援体制
整備事業とは
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制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」を超えて、

住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会
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資料：厚生労働省 地域共生社会 ポータルサイト

地域共生社会の実現(事業の土台となる考え方)
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R7～ 本稼働！



重層的支援体制整備事業の概要
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事業名 事業内容

各
既
存
事
業

１
包括的

相談支援事業

・属性や世代を問わず包括的に相談を受け止める
・支援機関のネットワークで対応する
・複雑化・複合化した課題については適切に多機関協働事業につなぐ

２ 地域づくり事業

・世代や属性を超えて交流できる場や居場所を整備する
・交流・参加・学びの機会を生み出すために個別の活動や人を
コーディネートする

・地域のプラットフォームの形成や地域活動の活性化を図る
・住民同士のケア・支え合う関係性を育む

新
規

３ 多機関協働事業

・重層的支援体制整備事業の中核を担う役割を果たす
※（重層的）支援会議を主催し、課題の解きほぐし、関係機関の役割

分担など、支援関係者の連携・つなぎ支援を行う。
・市町村全体で包括的な相談支援体制を構築する

４
アウトリーチ等

を通じた
継続的支援事業

・支援が届いていない人に支援を届ける
・本人との信頼関係の構築に向けた支援、継続的な伴奏による支援を行
う

・会議や関係機関とのネットワークの中から潜在的な相談者を見つける

５ 参加支援事業

・社会とのつながりを作るための支援を行う
・既存の支援では対応できない支援対象者の役割や出番、人間関係を
つくる支援を行う（利用者のニーズを踏まえた丁寧なマッチングや
メニューをつくる）

・本人への定着支援と受け入れ先の支援を行う

R5～連携強化

R6.8～社協委託

R5～実施



重層的支援体制整備事業
創設の背景
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H27頃から国が打ち
出している理念
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出典：厚労省社会・援護局
地域福祉課地域共生推進室
支援推進官 犬丸 智則
（令和5年度厚労省研修）
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出典：厚労省社会・援護局
地域福祉課地域共生推進室
支援推進官 犬丸 智則
（令和5年度厚労省研修）



沖縄市で、そして社会全体で起こっている問題…（全課に共通）

人口減少・
労働力不足

８０５０問題

ゴミ屋敷・
家屋老朽化

ひきこもり
（ヤング）ケアラー

超高齢社会核家族化

貧困・格差拡大
多様化する問題について、既存
の福祉で支えるのは、制度的に
も人員的にも財政的にも限界！

連携力・地域力を強くすることで解決の糸口にしたい！
そのために私たちが出来ることは？

交通難民
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沖縄市重層の方向性について

目標１：複雑化、
複合化した事例に
ついて、制度の壁
も福祉の壁も超え
て、みんなで解決
しよう！

→（重層的）支援
会議を核とした多機
関協働事業を続ける
ことで、関係機関の
マインドの変化を促
す。
今年度から試験的

な取り組みを開始。
引き続き取り組んで
いくこととする。

目標２：地域が自
分たちで課題解決
を考える地域づく
りをしよう！

→ 介護の生活支
援コーディネーター
や社協CSW・自治
会・民生委員が把握
している地域の問題
を、福祉の壁を越え
た住民、企業、公的
機関などのアイディ
アで乗り越えていく
体制を作る。
複数年スパンの長

い時間が必要であり、
準備期間中はこれら
に長期間取り組める
体制を検討していく。

①多機関協働のケースワーク
②地域力の強化
→ふたつを両輪として整備する 12



令和 5年度～多機関
協働の取組について
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まずはこちらから説明！



①

②
③

④

⑤

R7～ 本稼働！
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本人の同意を待たずに、アウト
リーチで支援が出来る！
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介護保険の担当者会議に近い！



A課につないだのに
「できない」って

断られた！

うちの課になんでも
求めないでほしい！

連携しようとすると…。

B課 A課

そっちは○○の
部署でしょ？
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連携がうまくいっていない根本的原因が

① 法令上の問題なのか（国の法律・条例・要綱 など）

② 機構上の問題なのか（予算・人員・課体制 など）

③ 感情的対立なのか

④ その他の問題があるのか

→ 分析し、根本の解決を模索しなければ、いつまでも感情論！
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重なり合っている問題をチームであらゆる角度から
分析し、役割分担。重層的支援担当にて進捗管理。

支援の滞りが生じている根本的原因について分析、
改善を図る。

（重層的）支援会議が目指したもの

⇒ 支援者の支援！

各ケースワーカー
（福祉部局以外の
担当も含む）

連携担当者
（各課係長級中心） ２２
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高齢分野 障がい分野 こども分野 教育分野生活困窮分野

地域型包括
委託支援

事業所
こども部各課

市社協

指導課SSW

青少年センター

保護管理課

パーソナル

【市社協】

アウトリーチ相談

生活福祉資金相談

地域ケア会議
自立支援

協議会

要対協

各会議
支援調整会議

不登校

対策会議

下記の各会議では解決が出来ない

事務局 ちゅいしぃじぃ課

１． 各分野（相談機関）の相談の流れについて

☆ 各分野の連携担当者から相談が上がってきて、重層的支援会議にかける流れの確認

☆ 重層的支援会議・支援会議が各分野の会議等と共催ができるかの確認

連携担当者を
主として検討



★ケアマネ

★介護サービス事業所

★その他関係者、住民等
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地域型包括

基幹型包括（連携担当者）

※必要に応じて地域ケア会議

１． 各分野（相談機関）の相談の流れについて

そんな時は
重層へ！
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R5 支援会議（モデル会議）の開催実績について

日時
(ケースNo.)

参加機関（分野） 主な解決課題

R5.07.07
(R5-1)

高齢、障がい、こども、生活
困窮、生活保護、教育、社協、
環境課、すまい建築課

高齢者虐待、障害者虐待、住宅問題、ごみ問題
などを抱えた世帯についての課題整理及び役割
分担。

R5.07.28
(R5-2)

高齢、障がい、こども、生活
困窮、教育、社協、環境課、
すまい建築課

児童のネグレクト及び不登校、母親の兄弟のひ
きこもり、祖母らの介護問題に加え、世帯全体
の住居問題、ごみ問題、経済困窮を抱えた世帯
についての課題解きほぐし及び役割分担。

R5.09.13
(R5-3)

高齢、障がい、こども、生活
困窮、教育、社協、環境課、
すまい建築課

住まい建築課からの事例提供。市営住宅の住人
のごみ問題を発端にした、これまでの各課の支
援歴の共有、課題整理及び役割分担。

R5.11.21
(R5-4)

高齢、障がい、こども、生活
困窮、生活保護、教育、社協、
市民健康、沖縄県ひきこもり
支援センター

精神不安、自殺対策、ひきこもりなどの多問題
を抱えた世帯に対する課題整理と役割分担。

※ R5年度中20機関、参加者延べ81人がモデル会議参加。 25

R6.01.26（R5-5）若年ひきこもりケースの支援会議開催



R6 支援会議（モデル会議）の開催実績について

日時
(ケースNo.)

参加機関（分野） 主な会議内容

R6.04.17 高齢、障がい、こども、生活困窮、
生活保護、教育、社協、環境課、
すまい建築課

・オリエンテーション
・R5ケースの進捗報告
・各関係機関に重層で検討するケース呼び
かけ

R6.05.01
（R6-1）

高齢、障がい、こども、生活困窮、
教育、社協

・R5ケースの進捗報告
・支援会議と重層的支援会議について
・R6-1ケース検討

R6.06.14 高齢、障がい、こども、生活困窮、
生活保護、教育、社協、環境課、
すまい建築課、市民生活課

・沖縄大学島村教授をSVに招き開催
→つなぐシートについて。連携担当者か

らケースがあがってこない件について

R6.07.03 高齢、障がい、こども、生活困窮、
生活保護、教育、社協、環境課、
すまい建築課、市民生活課

・R5-3ケースの方針検討
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3. 支援会議（モデル会議）の開催実績について

モデル会議を重ね、少しずつ福祉の枠
組みを超えた課題解決への連携ができ
るように。

・ゴミ屋敷のごみの搬入方
法を検討しよう！
（環境課と一緒に考える）

・市営住宅のゴミ屋敷＆多頭飼育ケース、
チームで支援しよう！
（住まい建築課、環境課と一緒に考える）

・自殺企図、ひきこもり、就労困難などの
多問題世帯をチームで支援しよう！
（県ひきこもり支援センター、社協、市民
健康課、教育委員会と一緒に考える。）
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さいごに
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地域主体の課題解決体制づくりも大切！
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今度はこちらをどうしていくか？
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包括の7圏域を核として、住民主
体の解決体制を目指したい！！



厚労省重層担当より：

「重層的支援体制整備事業で一番大切なのは“地域づくり”！
2040年問題を、全庁的に取り組むための重層的支援体制であ
る！」

先進地 高島市役所・高島市社協担当より：

「生活困窮者自立支援事業から始めて、今のように

地域主体で課題解決を考える体制になるま

で10年かかりました」

地域づくりは時間をかけて取り組む最重要課題！
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重層的支援体制整備事業のイメージ

（厚生労働省作成資料より）

重層的支援体制整備事業は

〇相談支援
〇参加支援
〇地域づくりに向けた

支援
を一体的に実施

①現在ある高齢・障がい・
こども・生活困窮の各相談
支援の制度のはざまを
なくし、一体的な支援を
目指す！

②福祉の延長ととしてで
はなく、全庁的な取り組み
として進めていく必要がある。
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みなさんも一緒に重
層を作る仲間です！
ご協力よろしくお願
いします。



34


